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テーマ ー般教養における中国語教育方法について
本報告の目的は、近年 日本で盛んに議論されている中国語教育法の改善
に、教師の教育活動に関する視点からの分析を加えることにある。具体的
には、学生が自分の専攻分野において中国語で書かれた論文を読むことが
でき、卒業後仕事の上でも実際に学んだ中国語が使えるという教育目標を
前提 として、大学の一般教養における中国語教育活動を基礎知識、応用力
及び実践力という三つの段階に分けて、それぞれの段階に応 じて教育目標、
教育課程及び授業活動について検討してきた。特に、ここでは、現在大学
が実施している一般教養としての中国語教育活動は、学生が中国語をマス
ターするための一般知識の範囲にとどまり、それだけでの知識は今日の社
会に適応できないのではないかという観点から、彼らは自分の専攻分野に
関する中国語を必修科目として学習すべきという点を主張した。従って、
この初級から上級 までの中国語教育法は一つのモデルとして、自分自身の
これまでの観察と改善を含めて考案したものである。本報告のはじめにも
指摘 したように、学生及び学生を取 り巻く環境は常に変化するので、教育
モデルもその状況に適応するよう常に変化すべきである。従って、教師と
しての学生に対する適切な教育活動は教室で生まれるべ きである。そのた
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めに教師の観察力、応用能力及び改善の意識が要求されている。同時に、
我々が教育活動の改善という問題を追及するときに、今後の課題として検
討すべき主要な点は、クラスにおける学生人数の問題、教師に対する動機
づけの問題が残 されている。
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